
在ギリシャ日本国大使館 

海外安全対策情報（２０２０年第１四半期） 

 

１ 社会・治安情勢 

（１）凶悪事案は多くないものの，窃盗事件が多発しており，特にアテネでは地下鉄・駅

等での邦人のスリ被害が極めて多い。 

（２）アテネでは各種労働組合等によるデモや抗議集会が連日のように行われている。大

半は平和的に行われるが，一部が暴徒化することもあり，一定の注意が必要。 

（３）アナキストグループ等による過激派活動が活発であり，様々な口実で，政府関連施

設，企業，各国大使館等に対する攻撃を行っている。今後，何らかの理由で日本関連

施設が標的となる可能性も排除できない。アテネのエクサルヒア地区では，深夜に警

察官に対する火炎瓶等による攻撃が行われている。 

（４）フェリーや地下鉄などの公共交通機関が全面的に運休する大規模なストライキが

度々行われている。 

※ ３月 23 日に新型コロナウィルス感染症対策として外出禁止令が出されて以降，一

時的に上記の状況は見られていない。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

 

殺人 
殺人 

未遂 
強盗 

強制 

性交 

窃   盗 

総数 車上狙い 住居侵入窃盗 
自動車・

ｵｰﾄﾊﾞｲ盗 

2018 年 95 124 4358 157 98152 18507 20871 23969 

2019 年 76 117 4287 167 103304 21769 22107 21570 

増減率 -20% -6% -2% +6% +5% +18% +6% -10% 

１万人あたりの発

生数（ｷﾞﾘｼｬ） 
0.07 0.1 3.96 0.15 75.6 20.1 20.4 19.9 

１万人あたりの発

生数（日本） 
0.075 0.12 0.11 42.2 2.96 2.3 1.45 

※統計数値 

ギリシャ：国家警察 2019 年犯罪統計，2011 年国勢調査 

日  本：警察庁 2019年犯罪統計，総務省統計局人口推計（2019年）10 月 

 

（１）犯罪情勢 

2019 年中のギリシャにおける主な犯罪発生数は上記のとおりである。比較的安全

だと思われがちなギリシャであるが，人口比で日本の犯罪発生件数と比較すると，強

盗（33 倍），車上狙い（6.8 倍），住居侵入窃盗（8.8 倍），自動車・オートバイ盗

（13.7 倍）と発生率が高くなっており，注意が必要である。 



報道によれば，本年３月以降，新型コロナウィルス感染症対策としてギリシャ政府

による外出禁止令が出された影響で空き巣被害が減っているものの，インターネット

詐欺被害やドメスティック・バイオレンス被害が増加しているとのこと。 

（２）代表的な邦人被害事案の手口 

アテネでは邦人のスリ被害が極めて多く発生している。ここ数年，邦人被害件数が

増加傾向にあり，２０１９年は１２０件もの窃盗被害が当館に報告され，８割以上が

スリ被害であった。 

２０２０年１～３月，１９件の邦人のスリ被害が既に発生しており，特に駅・電車

内，シンタグマ広場，アクロポリス遺跡での被害が多くなっている。 

 

  ア アテネの地下鉄や駅におけるスリが最も多く，知らぬ間にリュックサックや鞄を

開けられ財布等を盗まれている。被害防止のため，リュックサック等を身体の前で

しっかり保持することが重要である。 

  イ アテネのシンタグマ広場では，話しかけられたり，液体をかけられたりして，荷

物から目を離した隙に鞄などを盗まれる被害が多発している。特に大きな荷物を持

って空港行きバスを待っている際の被害が続発している。慌てずに，荷物から目と

手を離さず，確実に確保することが重要である。 

ウ アテネのプラカ地区では，レストラン等で目を離した隙に鞄を盗まれる置引き被

害が多く発生している。 

エ サントリーニ島のイアでは，人混みのなかでの路上スリが急増している。鞄，特

にリュックサックは身体の前で保持することが重要である。 

オ ２０２０年１～３月にかけて，国鉄アテネ駅停車中の列車内で車掌になりすまし

た男に旅券を騙し盗られる被害が８件相次いだが，３月に犯人が警察に逮捕されて

以降は，発生していない。 

 

３ テロ・爆弾事件発生状況 

  簡易爆発物でＡＴＭを破壊する手口の窃盗事件や車両や建物に対する放火が多く発

生している。 

３月１９日，アテネ市内外で，トルコ国内でテロを行うために武器を密輸しようとし   

ていたとして，クルド系トルコ人２６人が警察に逮捕され，関係先から対戦者ロケッ

ト，小銃，手榴弾が押収された。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生状況 

  邦人等に対する誘拐事件及び脅迫事件は把握していない。 

 

５ 日本企業の安全に関する諸問題 

  具体的な問題は把握していないが，当地では，労働者の待遇，解雇や作業事故などを

口実として，アナキストが企業を攻撃するケースが多く発生しており，注意を要する。 

 



 

【参考資料】 

 

■「アテネ安全マップ」 

https://www.gr.emb-japan.go.jp/files/000510929.pdf 

 

■ギリシャ邦人被害「要注意ランキング２０２０」 

https://www.gr.emb-japan.go.jp/pdf/yokoso_greece_3.pdf 
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